
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日
提
出
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第
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五
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学
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連
制
裁
決
議
違
反
に
関
す
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意
書

提

出

者
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仁
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朝
鮮
大
学
校
の
国
連
制
裁
決
議
違
反
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
三
月
に
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
二
二
七
〇
号
一
七
の
規
定
は
、
全
て
の
国
連
加
盟

国
が
自
国
領
域
内
で
、
北
朝
鮮
国
民
へ
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
寄
与
し
得
る
分
野
の
専
門
教
育
又
は
訓
練
を
防
止
す
る
と
決

定
し
、
禁
止
対
象
と
し
て
応
用
物
理
学
、
応
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
関
連
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科

学
、
原
子
力
工
学
、
航
空
宇
宙
工
学
、
航
空
工
学
等
を
例
示
し
た
。
同
年
十
一
月
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
第
二
三
二
一
号

一
〇
の
規
定
は
、
先
端
の
材
料
科
学
、
化
学
工
学
、
機
械
工
学
、
電
気
工
学
及
び
産
業
工
学
を
追
加
で
例
示
し
、
「
こ
れ
ら
に

限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
」
と
し
た
。

し
か
る
に
自
ら
を
「
在
日
朝
鮮
人
の
民
主
主
義
的
民
族
教
育
の
最
高
学
府
」
で
あ
る
と
す
る
東
京
都
小
平
市
の
朝
鮮
大
学
校

で
は
、
理
工
学
部
専
門
科
目
に
原
子
核
物
理
学
、
電
子
工
学
実
験
、
電
子
機
械
、
電
子
材
料
、
制
御
工
学
、
電
子
物
性
工
学
、

機
能
材
料
、
半
導
体
工
学
、
化
学
専
攻
実
験
等
が
あ
り
、
生
産
技
術
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

同
校
理
工
学
部
は
北
朝
鮮
と
密
接
に
連
携
し
て
お
り
、
例
え
ば
崔
興
基
教
授
は
、
北
朝
鮮
の
汎
用
旋
盤
の
数
値
制
御
化
を
成

功
さ
せ
、
「
祖
国
が
『
技
術
革
命
』
の
旗
印
を
掲
げ
工
場
の
自
動
化
に
本
格
的
に
取
り
組
む
上
で
貴
重
な
礎
石
に
な
っ
た
」
と

功
績
を
称
え
ら
れ
て
い
る
。

一



こ
の
問
題
は
、
米
政
府
系
の
ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア
や
、
香
港
の
英
字
紙
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

で
報
じ
ら
れ
、
国
際
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

朝
鮮
大
学
校
理
工
学
部
の
教
育
内
容
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
安
保
理
決
議
に
違
反
す

る
か
。

二

も
し
違
反
し
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
朝
鮮
大
学
校
の
所
轄
庁
で
あ
る
東
京
都
知
事
に
対
し
、
安
保
理
決
議
を
履
行
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
か
。

四

も
し
働
き
か
け
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


